

































This study consisted of two components. Part one was a survey of literature related to the way folk 
performing arts are learnt in schools and its educational effect on students. This survey showed that students 
developed an enthusiastic attitude and learnt to appreciate and enjoy dancing through activities in their physical 
education classes. Using folk performing arts are as a part of their annual sports day and other activities, 
deepened their sense of unity and connection with the local community. As a part of the Integrated Study 
classes, they enhanced their understanding of folk performing arts and developed in them a sense of pride in 
their hometown. These are the major findings of previous studies on the subject.
In the second part of this study, data were collected from an experiential kabuki lesson at a middle school. 
Questions were drafted based on the data acquired from part one; the students who took classes in kabuki were 
asked to complete a questionnaire. The results showed that the students had strong sense of positive feelings 
about continuing the tradition, unity and achievement. They also had sense of understanding about the local area, 
love for their hometown and achievement of new body movement had not experienced before. These educational 
effects were as anticipated.


















































































































学　　年 小学校低学年 小学校中・高学年 中・高等学校














₁・₂年 ₃・₄年 ₅・₆年 ₁・₂・₃年 入学・それ以降の年次
体つくりの運動遊び 体つくり運動
器械・器具を使っての運動遊び 器械運動





























































































































































平成 西暦 学習材（実施地） 授業領域 行事内容 対象学年
₅ 1993 はねこ（わらび座、宮城県） 体育、美術 運動会、学習発表会 中学年
₉ 1997 太鼓踊り（鹿児島県） 表現 　 中学年
₉ 1997 よさこいソーラン（北海道） 表現 学芸発表会 低学年
11 1999 城攻め踊り（宮崎県） 表現 　 低学年
13 2001 獅子舞、棒踊り（高知県） 　 運動会 低学年
13 2001 津軽甚句（どだればち）（青森県） 　 運動会 全学年
14 2002 エイサー（沖縄県） 表現 　 　
14 2002 八木節ワッショイ（茨城県） 　 運動会 全学年
14 2002 子ども歌舞伎『毛抜』（東京） 総合的な学習 卒業劇 　









































































平成 西暦 学習材（実施地） 授業領域 行事内容
11 1999 神楽（宮崎県） 創作ダンス 　






平成 西暦 学習材（実施地） 授業領域 行事内容 対象学年
13 2001 民踊「関の鯛つりおどり」（大分県） 体育 体育大会 　
17 2005 ロックソーラン節 　 体育祭 ₂年
表₅　中学校での民俗芸能の実践報告
表₆　高等学校での民俗芸能の実践報告
公益社団法人女子体育連盟機関誌「女子体育」（1993年～ 2016年）
公益社団法人女子体育連盟機関誌「女子体育」（1993年～ 2016年）
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3.9（SD 0.3）、
⑥小鹿野歌舞伎を学ぶ過程で新たな身体感性を会得で
きた3.5（SD 0.7）。
図₈は平均値をグラフ化したもので、アンケート項
目⑤②①は高得点を示した。③④⑥も高得点ではある
が上位₃項目に較べると低得点を示した。
⑦会得した新たな身体感覚についての具体的な記
述では、₃名に記述がなかった。残り21名の記述は、
動き、化粧、楽器、セリフ、感謝の₅項目に大別され
た。項目ごとの記述は以下のようにまとめられる。
「動き」に関しては、新たに五人男のことを知り、
いままで知らなかった動きを身に付けたこと。男っぽ
くするのが大変だった。セリフの後の動きのタイミン
グの会得。正座をしっかりとすることができ、礼儀正
しくなった。大きく動く。昔の人の動きの理解。黒衣
の幕の引き方、サポートのしかた。素早く行動するこ
との大切さ。といった記述がみられた。
「化粧」に関しては、慣れない化粧の体験。自分で
化粧ができるようになったこと。化粧の難しさなどの
記述がみられた。
「楽器」に関しては、太鼓、つけ、柝、三味線の楽
器を上手に演奏するコツについての記述がみられた。
「セリフ」に関しては、セリフの言い方。高くした
り強くいったりすること。発声方法や声の出し方につ
いての記述がみられた。
「感謝」に関しては、指導者への感謝。感謝を忘れ
ず行うこと。支えてくださっている方々がいて成り
立っていると体感したこと。等の記述がみられた。
⑧そのほかに歌舞伎学習を通して感じたことの記
述は、楽器、歌舞伎、総合的評価、化粧、動き、仲間、
指導、練習過程、地域、達成感、披露、声、焦りの12
項目に大別された。項目ごとの記述は以下のようにま
とめられる。
「楽器」に関しては、三味線に関する肯定的な記述
が₃人にみられた。太鼓、つけ、柝の担当生徒からは
緊張したがうまくできてよかったなどの記述があっ
た。
「歌舞伎」に関しては、₇人から歌舞伎への興味が
深まった。改めて歌舞伎のすごさや細かさ、思いなど
がわかり、より歌舞伎が好きになったなど肯定的な記
述が見られた。
「総合的評価」では、すごく良い体験をすることが
できた。伝統を守ることはとても良いことだ。等の記
述があった。
「化粧」に関しては、歌舞伎の化粧がとても難しい。
おもしろい。等の記述がみられた。
「動き」に関しては、仲間と協力して動きを合わせ
ることができてよかった。足首を回すところがありそ
れに苦労した。等の記述があった。
「仲間」に関しては、同じ学校の人との学習だった
ので楽しかった。みんなで一つの物を協力してつくる
うれしさがわかった。仲間や地域の方々と関わり、と
ても楽しく会話ができるようになった。コミュニケー
ション力がより一層深まった。等の記述があった。
「練習過程」に関しては、練習ではグダグダだった
けど、練習を重ねていくうちに成長していき、本番で
は成果が出せた。₁週間に₁度だったので忘れてしま
う事が多く部活動で練習する時間がとれなくて苦労し
た。といった記述があった。
「地域」に関しては、秩父から引っ越してきて小鹿
野のことを知らなかったけど、地域の方々のやさしさ
や、歌舞伎の良さを知った。歌舞伎学習を通して小鹿
野町の文化に触れることができたのでよかった。とい
う記述がみられた。
「指導」に関しては、丁寧に教えてもらってわかり
やすかった。歌舞伎保存会の方々から教えていただき、
歌舞伎が好きになった。大切なことをたくさん教わっ
たので、これからも忘れず生かしていきたい。等の記
述があった。
「披露」では、小鹿野町だけでなく、色んな地域の
人に歌舞伎のすばらしさを知ってもらいたい。との記
述があった。
「達成感」では、歌舞伎を成功させられた達成感が
すごくありました。仲間と一緒に苦労をあじわい、達
成感を感じることが出来た。との記述があった。
「声」に関しては、本番大きな声が出せたのでよかっ
た。
「焦り」に関しては、当日少し焦ってしまった。と
の記述があった。
校長へのインタビューでは、外部指導者招聘に関し
ては全面的な信頼関係の下に実施しており、学校側と
外部指導者側の連携が良く取れていることがうかがえ
た。歌舞伎班担当教諭へのインタビューでは配役決め
が大変で、生徒間でもめたとのことだ。
小鹿野歌舞伎の中学校での実践とその教育的効果について
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₃－₂－₃．考察
生徒たちへのアンケート項目の平均点はいずれも
高得点なので研究₁で期待された教育的効果が得られ
たと言えよう。さらに、⑦の生徒たちの記述からは期
待以上の教育効果が得られていることが分かる。特に、
「指導者へのありがたさ。感謝を忘れず行うこと。支
えてくださっている方々がいて成り立っていると体感
したこと。」といった感謝の気持ちの涵養は、地域ぐ
るみの活動だからこそ得られるものだと言えよう。
今回の取材で感じたことは、₂か月で歌舞伎を完
成させて上演するのは短いということだ。スケジュー
ル表を見ると練習回数は₆回である。行事や中間テス
ト、県民の日のため例年より練習が₃回少ないとのこ
とだ。不足分を補うために三味線担当の生徒たちは夏
休みに₃回ほど練習を行った。役者担当生徒の中には
経験者も何人かおり、読み合わせ時のせりふ回しがと
ても上手だった。しかし、本番と同じように動いて演
技する練習では歌舞伎独特の所作を会得するには時間
がかかることを痛感させられた。
教諭からの発言にもあるように、配役決めの調整な
どは外部指導者と中学校教諭との連携で決めていくこ
とが大事だと感じた。さらに、不本意な配役の生徒も
意欲がわくような配慮や工夫も必要と感じられた。
取材中に、経験者の生徒が初心者の生徒に「背筋
ピーンと」などと指摘すると、外部指導者が、「今日
は初めてだからそんなに厳しく注意するな」とたしな
める光景があり、生徒たちの気持ちに寄り添って指導
している様子が見られた。また、つけ担当の生徒に「下
手な役者をうまく見せるのがつけの仕事だ。大事な役
割だ。」と励ましてやる気を出させて指導する様子が
印象的だった。校長の指摘する「全面的な信頼関係」
をうかがわせる指導だと言えよう。
今後は民俗芸能を学校で実践する際の外部指導者
の指導法について考察を深めたい。
図₄　三味線の練習風景
（図₄、₅､ ₆　2018年₉月26日　小鹿野中学校　筆者撮影）
図₅　つけ、柝、太鼓の練習風景
図₃　役者の所作の練習風景
（2018年10月31日　小鹿野町民体育館　筆者撮影）
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₄．まとめ
本研究では₂つの研究を行った。研究₁では民俗芸
能は学校でどのように学ばれているのか、またその教
育的効果について文献をもとに調査した。その結果、
体育の授業においては意欲的に取り組む態度や踊る楽
しみが得られた。運動会や発表会などの行事において
は一体感や地域との連携の深化が得られた。総合的な
学習の時間においては郷土芸能への理解の深化や地元
への誇りの確立が得られた。これらの教育的効果は先
図₈　アンケート₆項目の平均
（中学生24人　₁全くそう思わない～ ₄かなりそう思う）
図₆　口上の練習風景
図₇　口上の本番
（2018年11月18日　小鹿野文化センター　筆者撮影）
文献
朴田香代2009「子どもが地域の伝統を「受け継ぐ者」にかわると
き～運動会での表現にみる「さんさ踊り」～」『女子体育』
2. 14-19.
橋爪みすず2005「ロックソーラン節に見る生徒たちの躍動」『女
子体育』1. 26-31. 
樋口聡2013「武道とダンスを学校教育で教えることにより広がる
可能性とは何か」『スポーツ社会学研究』21-1, 53-67.
菱田隆昭・岩川眞紀2012「民踊」の学校教育への導入について―
戦後教育改革期の「学習指導要領」を中心として―」『こ
ども教育宝仙大学紀要』3.
藤田けい子2001「地域と手をとり合って」『女子体育』10. 33-35.
国枝タカ子2005,「小学校における民俗舞踊カリキュラムの全国調
査」（日本学術協力財団編『学術会議叢書11 舞踊と身体
表現』日本学術協力財団、2005 年）199-227. 
袰岩淳子2001「大分県民踊に関する授業―「関の鯛つりおどり」
について―」『女子体育』10. 40-43.
本村みどり2001「地域の素材を生かした体育祭の取り組み　郷
土の踊り「くば傘小」「カチャーシー」」『女子体育』10. 
36-39. 
文部科学省2013『表現運動系およびダンス指導の手引き　学校体
育実技指導資料』
中村恭子2001「地域の伝統芸能・踊りを教材化する意義」『女子
体育』10. 28-29.
小鹿野町教育委員会社会教育課編2014-2017『第44 ～ 47回小鹿野
町郷土芸能祭　歌舞伎・郷土芸能祭』
佐藤節子2015「小鹿野歌舞伎隆盛の仕組み―長若地区の伝承事
例―」『埼玉女子短期大学研究紀要』33. 27-39.
佐藤節子・厚母宗子2018「民俗芸能の学校での実践の教育的効果
についての一考察」『日本体育学会第69回大会』一般研
究発表 .
卯田卓矢2016「小学校における民俗芸能の継承活動と学校統廃合
―岩手県一関市を事例として－」『日本地理学会大会プ
ログラム』100041.
（令和元年₉月27日受理）
行研究での指摘を体現する知見となった。研究₂では
中学校での歌舞伎体験学習の取材をし、研究1で得ら
れた知見をもとに質問項目を作成し、歌舞伎体験学習
を受講した中学生にアンケートを依頼した。その結果、
中学生たちは伝統を継承することへの肯定感、一体感、
達成感を強く感じており、地域への理解、郷土愛、新
たな身体感性の会得を感じていることが判明し、期待
通りの教育的効果となった。
小鹿野歌舞伎の中学校での実践とその教育的効果について
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